
 

東濃教育事務所 

※２０２０年度から小学校にプログラミング教育を導入する。 

※教科の評価規準により評価する。（プログラミングを取り立

てて評価をしたり、評定をしたりする（成績をつける）もの

ではない。） 

※プログラミングをする中で、プログラミング言語やプログラ

ミングの技能を覚えることはあっても、プログラミングの知

識及び技能の習得自体をねらいとはしていない。 

「未来の学びのコンソーシアム」 

https://miraino-manabi.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい、実施事例、指導案、板書計画、 

プリント、教材情報、手引、賛同・後援等 

プログラミング教育 

 

まずは、このホームページを見てみよう！ 

自分が意図する一連の活

動を実現するために、どのよ

うな動きの組合せが必要で

あり、一つ一つの動きに対応

した記号を、どのように組み

合わせたらいいのか、記号の

組合せをどのように改善し

ていけば、より意図した活動

に近づくのか、といったこと

を論理的に考えていく力 

プログラミング教育のねらいを理解しよう！ 

プログラムの基本構造 
 目的を実現

するために、こ

の基本構造を

組み合わせて

プログラミン

グをしよう。 

https://miraino-manabi.jp/


学習活動の分類 

教育課程内＜※実施する教科、学年、単元：指定なし＞ 教育課程外 

A 学習指導要領に例

示されている単元等

で実施するもの 

B 学習指導要領に例示されて

はいないが、学習指導要領に示

される各教科等の内容を指導す

る中で実施するもの 

C 教育課程内

で各教科とは別

に実施するもの 

D クラブ活動など、特定

の児童を対象として、教

育課程内で実施するもの 

E 学校を会場と

するが、教育課程

外のもの 

F クラブ活動で

のプログラミン

グの学習機会 

 

 

東濃教育事務所 

算数（第５学年）「平面図形の性質 ア 知識及び技能 （２）正多角形」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思い付きや当てずっぽうで命令の組合せを変えたり、数値を入力したりするのではなく、うまくいかなかった場合には、どこが間違って

いたのかを考え、修正や改善を行い、その結果を確かめさせるなど、論理的に考える力を養う。 

 

プログラミング教育の分類と内容を知ろう。 


